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横浜山の会 2024 年 2 月号会報 第 719 号 

那須：甲子山 

◆日程 2024年 1月 28日 (日) 

◆メンバー L : GT、SD、OT 

◆天候 雪 

甲子山は那須連山の北部を占める，甲子

連山とも呼ばれる領域に位置する。甲子連

山の中でも那須のマッターホルンの異名を

持つ旭岳（赤崩山）を目標とし，今回は日

帰りで臨んだ。今シーズンは寡雪だが，一

週間ほど前から寒波が押し寄せ，当初予定

した土曜日は大荒れ予報。翌日曜日に変更

した。 

小雪の中，斜面に取付いたとたんにラッ

セル。ワカン装着でトレースがあるものの沈みやすい。取付きからつづら折りの急登を 2/3程

進んだところで先行者に追いついた。女性二人でワイワイ言いながらスノーシューで進んでい

る。聞けば地元福島の人で登山歴 2年の初心者

というが，トレースのない雪山にお散歩気分で

挑む勇気と馬力は天晴。僕らで先頭を代わり，

交代で進むが，ノートレースの湿った深雪で覆

われた急斜面は厳しい。ようやく傾斜が緩くな

り，猿ヶ鼻。甲子山への 1/3で 2時間を要して

しまった。旭岳へは甲子山から下って更に 350

ｍ登り返さねばならない。下山開始は 12時が限

度だ。せめて甲子山山頂は踏みたい。休憩後，

勾配が緩くなった尾根を登る。霧氷が付いた落

葉樹林帯は霧に覆われて白く幻想的だ。静かで

トレースのない尾根は三人だけ。交代で進む。

ふと視界が開けたら山頂だ。雪は止まないが風

はない。旭岳の方向には，雪庇のついたナイフ

リッジが下方に連なっている。晴れていれば真

っ白な旭岳の威容が見えるはずである。リベン

ジを誓って下山。ラッセルが嘘のようにサクサ

ク進む。急斜面ではキックステップとクライム

ダウンで慎重に降りる。先に下山した女性二人

が残した尻セードの軌跡を借用して自分も尻セ

ード。反則的だが，楽しい。脚への負担も軽減

だ。山頂から二時間ほどで登山口へ。登りに要

した時間の半分だ。登山口の老舗温泉大黒屋の

日帰り入浴は丁度受付終了時間。ここも次回はリベンジしたい。アイゼンとピッケルは出番な

し。ワカンを使ったラッセルの練習もでき，楽しい一日となった。        (記：OT) 

CT：甲子温泉 8:10‐猿ヶ鼻 10:00/10:30‐甲子山 12:00‐甲子温泉 14:00 
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